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（２）留学生課程（1960 年 4 月～） 
留学生別科は 1959 年度で廃止され、1960 年 4 月に「留学生課程」が設置された。文化
系と理科系が切り離され、文科系学生 30 名は本学で、理科系学生 30 名は千葉大学で受け
入れた。修業年限は 3 年で、日本語予備教育（1 年）と 専門予備教育（大学前期教養課程































（３）特設日本語学科（1968 年 4 月～） 




























それが少し変わるのは第 9号からである。そのことは 1985年 4月に「日本語学科」が設
置されたことに関係している。 
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（４）日本語学科（1985 年 4 月～） 

















続く第 10 号は名称が変わって『日本語学科年報（1986 年度）』として刊行された。2 年
生日本人学生対象の授業「現代文講読（文章分析）」「文章史資料講読（江戸時代以前）」「基
礎講読Ⅱ（日本語文献）」「基礎講読Ⅲ（英語文献）」の紹介がある（ほかに「対照語学演習
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ートが多くなって学術雑誌の性格も強まってきた。 
（５）日本課程（1995 年 4 月～） 









（６）言語文化学部日本語専攻、国際社会学部日本専攻（2012 年 4 月～） 
    2012 年 4 月に外国語学部が改編され言語文化学部と国際社会学部が設置された。他の
「課程」の中には大きな組み換えがなされたところもあるが、日本課程は言語文化学部日本
語専攻（日本人学生 10名、留学生 15名、計 25名）と国際社会学部日本専攻（日本人学生
5 名、留学生 15 名、計 20 名）に分かれたものの、1～2年次の教育体制は比較的継承され
た。日本研究教育年報もそのまま刊行され（22 号以降は大学全体の方針によって電子版で
の発行）、そしてこの 24 号が終刊号となる。 
日本研究教育年報では何度か特集号も組まれた。4～5 号「日本課程の歩みを振り返る－
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（７）国際日本学部（2019 年 4 月～） 
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   表   学部・大学院等の変遷（大学ＨＰより抜粋）と年報の刊行  















1966 4   
外国語学研究科修士課
程を設置 




      













1977 4   
地域研究研究科修士課
程を設置 
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年報の終刊とあらたな船出 
―退職を迎えて― 
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2020 3       
『東京外国語大学
日本研究教育年
報』 24 号（終刊
号）を発行 
 
